
インジケーター・メモリー付きデスクコントロール（ERD-DC1シリーズ）　組立説明書 M892890

完成図 組立て部品

★用意していただくもの・・・・・手袋（鋼製ですので組み立て

の際は必ず着用してください。）プラスドライバー

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
この製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

岡山市北区田町１－１０－１

コントローラーケーブル

インシュロックコントロールボックス

1
コントロールボックスからコントローラーケーブルのコネクタを外します。

インシュロックでとめらている場合はインシュロックも外します。

スクリュを緩めてコントローラー(標準品：インジケーター無)を外します。

配線は手順①の配線図を
参考にしてください。

コネクタを外す

スクリュ

※上絵はデスク幅W900です

コントローラー

(標準品：インジケーター無)

スクリュ〔M4×16〕×2本

使用小部品

コントローラー×1個

コントローラーに高さ位置を記憶させる方法

コントローラーに表示されている数値の単位はｃｍです。
数値は高さの位置確認用としてご使用ください。
正確な高さ寸法の設定は、メジャー等を用いて合わせてください。

コントローラーに
表示されている高さ

630

1280～

①記憶させる高さに設定する

※ご使用中に上下昇降ユニットが動作しなくなった場合左右の昇降フレームの高さがずれていることが考えられます。
　その際は、コントローラーの　を押し続け最下位部まで下げてさらに押し続けて頂き、もう一段下がって同期し、　
　元の通りご使用が可能になります。
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数値が点滅

記憶させた高さに変更したい時は、
メモリーボタン(④で選択したボタン)
を押し続けると記憶された位置で止
まります。

        のいずれかのボタンを
押すとそのボタンに記憶されます。
(最大3ヶ所まで記憶できます)

ボタンを押す
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を押すとそのボタンに記憶されます。
(最大3ヶ所まで記憶できます)

2
コントローラー(インジケーター付き)をスクリュで取付けます。

コントロールボックスへコントローラーケーブルのコネクタを結合します。

スクリュコントローラー

(インジケーター付き)

②コントローラーに記憶させる
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数値が点滅

記憶させた高さに変更したい
時は、メモリーボタンを押し
続けると記憶された位置で止
まります。

のいずれかのボタン

ボタンを押す

を押すとそのボタンに記憶さ
れます。


